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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月13日(2017.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示が可能な遊技機であって、
　遊技者の第１の動作を検出する第１の検出手段と、
　遊技者の前記第１の動作とは異なる第２の動作を検出する第２の検出手段と、
　遊技者に前記第１の動作を行うことを促進する第１の促進演出と、遊技者に前記第２の
動作を行うことを促進する第２の促進演出とを実行する促進演出実行手段と、
　前記第１の促進演出の実行中に前記第１の検出手段により前記第１の動作が検出された
ことに基づいて特定演出を実行する特定演出実行手段と、
　を備え、
　前記促進演出実行手段は、
　一の可変表示において前記第１の促進演出と前記第２の促進演出を実行する場合、前記
第１の促進演出の実行前の所定期間と実行後の所定期間との少なくともいずれか一方と、
前記第１の促進演出の実行中の期間は前記第２の促進演出を実行せず、
　前記特定演出の実行中の期間は前記第２の促進演出を実行しない、
　ことを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
（Ａ）上記目的を達成するため、本発明に係る遊技機は、
　可変表示が可能な遊技機であって、
　遊技者の第１の動作を検出する第１の検出手段（例えばコントローラセンサユニット３
５Ａなど）と、
　遊技者の前記第１の動作とは異なる第２の動作を検出する第２の検出手段（例えばプッ
シュセンサ３５Ｂなど）と、
　遊技者に前記第１の動作を行うことを促進する第１の促進演出と、遊技者に前記第２の
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動作を行うことを促進する第２の促進演出とを実行する促進演出実行手段（例えばステッ
プＳ５４４やステップＳ５５５の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　前記第１の促進演出の実行中に前記第１の検出手段により前記第１の動作が検出された
ことに基づいて特定演出を実行する特定演出実行手段（例えばステップＳ５４８の処理を
実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　を備え、
　前記促進演出実行手段は、
　一の可変表示において前記第１の促進演出と前記第２の促進演出を実行する場合、前記
第１の促進演出の実行前の所定期間と実行後の所定期間との少なくともいずれか一方と、
前記第１の促進演出の実行中の期間は前記第２の促進演出を実行せず、
　前記特定演出の実行中の期間は前記第２の促進演出を実行しない（例えばステップＳ６
０６の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
　ことを特徴とする。
（１）上記目的を達成するため、本発明に係る他の遊技機は、
　遊技者の第１の動作を検出する第１の検出手段（例えばコントローラセンサユニット３
５Ａなど）と、
　遊技者の前記第１の動作とは異なる第２の動作を検出する第２の検出手段（例えばプッ
シュセンサ３５Ｂなど）と、
　遊技者に前記第１の動作を行うことを促進する第１の促進演出と、遊技者に前記第２の
動作を行うことを促進する第２の促進演出とを実行する促進演出実行手段（例えばステッ
プＳ５４４やステップＳ５５５の処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
　を備え、
　前記促進演出実行手段は、
　前記第１の促進演出の実行前および／または実行後における所定期間と前記第１の促進
演出の実行中の期間は前記第２の促進演出の実行を制限する（例えばステップＳ６０６の
処理を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）、
　ことを特徴とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような構成によれば、遊技者の動作が煩雑になることによる遊技興趣の低下を防止
することができる。
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